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２ 研究目的 

気候変動が植物と根の間の局所的領域（根圏領域）を介することで土

壌に影響を生み出していると想定されることから、その実態とメカニズ

ムを明らかにする。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  根箱による栽培と各種元素の包括的吸収解析 

マメ科作物のルーピンを供試して、根箱で栽培を行う。これに気温

処理を施し、吸収する元素のイオノーム解析を行う。 
（農学研究院） 

 

② 根圏土壌の鉱物元素動態解析 

特に分泌能が高いと想定される、根の部位を含む状態で根圏土壌

の元素動態の栽培環境による変動を解析する。 
（工学研究院） 

    

４ 今年度の目標 

根の分泌能が気候変動の影響を受けることで、その根圏領域の元素

動態が植物の作用によって変動することを明らかにする。必須元素以

外の不要元素の動態についても解析が進む。 

 

５ 期待される効果・貢献 

放射性セシウムなどを含む、有害な元素の農地での管理技術にお

いて、気候変動の影響を対策に取り込むことが可能になる。農産物の

安全性を担保するための技術として貢献する。 
 



気候変動がもたらす土壌ー植物境界でのセシウム等の元素動態の変動解析

目的：数度の気候変動が地上部を介して植物の根圏で
土壌にどのように働きかけるのかを明らかにし、これによ
りセシウムなどの不要元素吸収メカニズムを解明する。

地上部から運ばれた
炭素化合物が根から
分泌される領域の根
圏土壌の解析（北大
工学院）

根箱を用いた植物（ルーピン）の栽培と土壌から植物への元素
移動解析（北大農学院）

最終目標：気候変動動が植物の地上部を介してに土壌の元素
動態に与える影響の解析手法を確立する。セシウムを含む不
要元素の吸収メカニズムを明らかにして、その移行抑制技術に
つなげる。

（移行係数は土壌の放射性セシウムの
植物による吸収程度の指標）

研究内容：植物の根の構造を二次元的に観察するために、根
箱を用い、また、根分泌能が高いことが明らかになったルーピ
ンを用いて、温暖化の根圏土壌への影響を解析し、同時に根
圏土壌の鉱物中に含まれる元素動態を解析する。

期待される貢献：喫緊の課題と
して現在の農地における放射
性セシウムの移行抑制対策の
気候変動に合わせた精緻化に
貢献し、より安心・安全な農作
物を将来的に継続して作出可
能にする。
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